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長野県の
理科教育の変遷

　全県で教育に対する意識が高かった長野県は、1872年
に「学制」が発布され近代教育が始まると就学率全国一
位となり、教育県として広く知られるようになります。
加えて、教師らによる郷土研究が盛んに行われ、信州教
育の礎となりました。山岳地域などの豊かで特色のある
自然環境に恵まれ、理科研究も活発でした。これらを背
景に、県独自※の理科教科書が編集・発行されていきま
した。

※2020年12月、信濃教育会は1951年から続いてきた「理科教科書、指
導書の研究及びその成果の編集事業」廃止を決定しました。以後、理
科教科書、指導書の編集事業は信州教育出版社が継承することになり
ました。
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理科教科書の変遷と諏訪理科の発展

　1887年、それまでの「物理」「化学」「生理」「博物」をひと
つにまとめ、「理科」が成立しました。1904年に国定教科書が制
定されましたが、理科は実習や観察を重視すべきという理由で教
科書は定められず、1910年まで国定教科書はありませんでした。
この期間に、教師らにより「筆記代用」（のちに筆記帳、学習帳
と名称変更）が作成されました。地域性を活かした内容、児童の
身近なものを教材に取り入れる試みが積極的に行われ、県全体の
ものだけでなく、諏訪地方独自にも発行されました。

「小学新体理科書」1897 年発行
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
国定教科書制定以前は、各出版社から理
科教科書が出版されており、その中から
教育委員会が選定したものが使用された。

文部省著「尋常小学理科書」1911 年発行
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
尋常小 5年以上の学年が理科を履修した。
1921 年からは尋常小 4年でも履修するよ
うになり、教科書が作成された。
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諏訪教育会編
「尋常小学理科筆記帳」1919 年発行
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）

信濃教育会編
「尋常小学理科児童筆記代用」1908 年発行
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）

諏訪教育会編 「尋常小学理科筆記帳 5 学年用」1921 年発行
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
植物、鉱物、地質についての課目がある。
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教科書にみる天文教材の変遷

　1910年、他教科に遅れて国定理科教科書が制定されました。天
文が扱われるのは、主に尋常小5学年と高等小2学年です。尋常小5
学年では、「夏至・冬至」「春分・秋分」の課目が見られます。
1921年、尋常小4学年での理科履修が始まると「春分」のみ移行
します。尋常小6学年では天文は扱われません。高等小2学年の天
文の内容は幅広く、1926年からは星図が掲載されています。

理科教科書と天文教材

文部省著「高等小学理科書　第 2学年」1926 年発行
（出典  国立教育政策研究所教育図書館近代教科書デジタルアーカイブ）
天文課目として、「地球」、「太陽・月」、「日食・月食」、「恒星・遊星」が見られる。
1926 年版からは、「遊星」は「惑星」へ表記が変更されている。
また、「顕微鏡・望遠鏡」という課目が見られ、レンズの仕組みについて学習した。
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星図部分　文部省著「高等小学理科書　第 2学年」　1926 年発行
（出典  国立教育政策研究所教育図書館近代教科書デジタルアーカイブ）
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読本教科書と天文教材

　理科教科書が使用されなかった1903年から1910年にかけ
て、国語の読本教科書には、他教科の履修内容を題材にした文
章が積極的に取り入れられました。1906年版の教科書には、
「太陽・月」、「望遠鏡と顕微鏡」が見られます。1922年版に
は、「星の話」という課目がみられ、北極星の見つけ方、北斗
七星、おおぐま座のギリシア神話などが扱われました。

「高等小学校読本」第 6巻　1906 年発行
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
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地理教科書と天文教材

　現在、理科で履修する天文の内容は、かつては地理で教えら
れていました。地球が太陽系の遊星（惑星）のひとつであるこ
とや、地球の公転運動と四季の変化についてなどが説明されて
います。1941年に教科目改編が行われるまで続きました。

「地理初歩」1873 年発行
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
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長野県の「学習帳」と天文教材

　長野県内で作成された教科書代わりに用いる「学習帳」で
は、1922年ごろから理科を履修するすべての学年で天文課目が
扱われました。さらに、1年間を通じて継続的な観察を指導し
ている点、星図を多く掲載している点など、様々な独自の工夫
が見られます。

信濃教育会編 「尋常小学理科学習帳 第 5学年」1925 年発行
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
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地理教師　三澤勝衛

　三澤勝衛（1885‒1937）は長野県更級郡三水村今泉
（現長野市信更町）出身。諏訪清陵高校の前身、旧制諏
訪中学で地理を中心に教鞭を執りました。独自の風土論
を提唱し、地理学者として業績を残しています。また、
国内でも最初期の太陽観測者の一人です。

太陽観測野帳（表紙）1922 年 1, 6,12 月　
（諏訪清陵高校三澤文庫蔵）
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三澤勝衛の地理授業

66

　三澤の地理授業は、教科書を使わない独自の内容でした。準
備に多くの時間を費やし、最新の学術研究について自ら学び、
また自身による調査研究のデータを用いた授業を行いました。
 「地理通論」の授業では、年間を通じて天文学を扱い、太陽黒
点観察のきっかけとなりました。

三澤勝衛の「宇宙進化論」ノート
（諏訪清陵高校三澤文庫蔵）
表紙には「新城博士 ( 京都帝国大学教授 新城新蔵 ) 演述」と書かれている。
三澤は、最新の学術研究の知識を得て授業に生かしていた。



三澤勝衛の太陽観測

太陽観測記
（諏訪清陵高校三澤文庫蔵）
「大正 10 年太陽観測記」と表題がある。1921 年の観測記録と一緒に、山本一清からの
手紙が綴られている。手紙には、黒点観察の際に注意すべきことが記されている。

67

　三澤は、京都大学・山本一清の指導の下、諏訪中赴任翌年の
1921年から左目失明の1934年末までの13年余にわたって太陽
黒点の観測を続けました。
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太陽観測野帳　1922 年 1 月
（諏訪清陵高校三澤文庫蔵）
初期のスケッチ。円が 5つ描かれている。中心の縁が太陽で、上下左右の円は望遠鏡
の視野を表している。三澤の望遠鏡では、太陽全体を一度に見ることができなかった
ため、望遠鏡の視野を変えながらスケッチを行ったと思われる。



太陽観測野帳 1925 年 1,4-9 月　
（諏訪清陵高校三澤文庫蔵）
専用の観測用紙が使われている。
上部の円に太陽面上での黒点群の位置を示し、下部に群ごとの詳細なスケッチが描かれている。
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三澤勝衛が観測に使った望遠鏡
（諏訪清陵高校三澤文庫蔵）
倍率 83.5 倍。同一視野に太陽全体が入りきらないため、
上下左右にずらしながら黒点スケッチを行った。
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第
４
章諏訪天文同好会

の活動
　1922年、諏訪天文同好会が発足しました。メンバーは
主に小・中学生で、初代会長河西慶彦のもとに集まっ
て、星座観察や変光星観測の指導を受けていました。ま
た、同時期に設置された天文同好会諏訪支部幹事となっ
ていた三澤勝衛の太陽黒点観測の補助も行いました。地
道に観測データを得ることで天文学に貢献できると神田
茂・山本一清らから直接指導を受け、熱心に観測を続け
ました。

「諏訪天文同好会発起人」
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
前列右から 2番目が初代会長河西慶彦。台紙に「諏訪天文同好会発起人」と鉛筆で書かれている。
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諏訪天文同好会会報　
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
1950 年 1 月発行。発行部数 100 部。
河西慶彦、五味一明、河西達夫からの寄稿文、青木正博による星空解説、
諏訪天文同好会規則等が掲載されている。同会発足当時、会長河西は手刷りで
星の案内書「フレンドオブスター」を配布したとされるが残っていない。
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変光星観測

　変光星観測データは、河西慶彦が取りまとめ、東京天文台に
報告しました。日本天文学会発行「天文月報」の変光星観測欄
に初めて掲載されたのは、河西の観測データです。その後も、
浜喜代治、小椋恒夫らが次々と報告を開始しました。
　観測には変光星の位置や比較する星の明るさが記された星図
が欠かせませんが、それを用意するのにも苦労がありました。
河西は、海外の星図を入手し、分かりやすいものを独自に作成
するなど尽力しました。
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河西慶彦の変光星観測記録（諏訪清陵高校三澤文庫蔵）
1924 年の観測記録。42 の変光星についてまとめられている。
変光星の明るさの変化を表すライトカーブ（変光曲線）も描かれている。

河西慶彦関連資料（諏訪清陵高校三澤文庫蔵）
河西宛の封筒に、変光星観測用の星図などがまとめて封入されている。京都大学花山天文台の
中村要との交流もうかがえる。グリッドが引かれた星野写真の裏面には変光星名の記載がある。
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変光星観測報告
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
1925 年の変光星観測報告の綴り。メンバーの観測結果は、河西が取りまとめ、
東京天文台の神田茂に報告した。月ごとに綴りが作成されている。
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湖月チャート
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
河西が作成した変光星観測用星図。ASV や AAVSO の星図をトレースしている。
「湖月」は河西の実家の旅館「湖月館」にちなむ。
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五味一明とかげ座新星発見

　1936年、皆既日食観測のため北海道を訪れていた五味一明
は、前日6月18日の晩、地元住民のために開いた星空観望会の
際、新星を発見しました。そのときの明るさは4等だったと報
告しています。世界中で12人がこの新星を発見していました
が、最も早かった五味が発見者となり、日本天文学会、アメリ
カ変光星観測者協会から表彰されました。

新星発見賞授与の様子（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
アメリカ変光星観測者協会（AAVSO）新星発見賞の表彰は、
日本のアメリカ大使館で行われた。
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日本天文学会「天体発見賞」書状
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
日本初の天体発見に贈られる賞として 1936 年制定。五味は初の受賞者となった。

78



日本天文学会「天体発見賞」メダル
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）

AAVSO 新星発見賞メダル
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
1936 年 6 月 18 日の五味一明とかげ座新星発見に対して贈るとある。

79



アルバム「北海道日食旅行」（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
五味は、古畑正秋・黒岩五郎とともに北海道に赴いた。皆既直前の連続写真、
赤外乾板写真、撮影地や道中の様子のほか、とかげ座新星発見当夜（19 日午
前 0時 59 分）の写真もある。

皆既日食の様子
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皆既食 10 分前の観測地の様子

発見当夜のとかげ座新星

左から五味、吉田正太郎、黒岩

皆既食後の人々 五味、古畑、神田茂夫妻，黒岩
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古畑正秋が父銀作に宛てた電報
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
皆既日食観測の成功を伝えている。
「カンゼンニセイコウシタマサ」
（完全に成功した　正 ( 秋 )）

五味一明新星発見を伝える当時の新聞紙面
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
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五味一明が所有していた望遠鏡
（個人蔵）
1968 年制作。10cm屈折望遠鏡。レンズ側面には、
木辺No.78 、苗村 No.16 の２つのナンバーがふられ
ている。木辺成麿と苗村敬夫はレンズ磨きの名人と
称される。
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五味一明の変光星観測野帳
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
1927 年から 1991 年ごろの観測が記録されている。
Nova Lac( とかげ座新星 ) の観測記録も見られる。
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流星観測

　諏訪天文同好会メンバーによる流星観測報告は、「天界」や
「天文月報」に見られます。その他に、1929年に創刊した諏訪
中学科学会会誌には、流星観測の記事や会員による流星観測報
告などが掲載されています。諏訪天文同好会と諏訪中学科学会
は深い関わりがありました。両方に所属した古畑正秋はのちに
流星観測用の星図を作成しました。

望遠鏡と並んで写る古畑正秋と弟 直也。1927 年ごろ。
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
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流星観測の際、経路を記入する星図。
全部で 18 枚あり、1～ 6は北天、7～ 12 は天の赤道付近、13 ～ 18 は南天が描かれている。

流星図
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
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ジャコビニ彗星流星群観測図　
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
1930 年代に日本天文学会が発行した流星経路記録用の星図。
当時の流星群の名称は、母天体であるジャコビニ・ツィナー彗星にちなんでつけられたが、
現在は「10 月りゅう座流星群」に改称されている。10 月 8日から 10 日ごろに見られる流
星群である。
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五味一明によるジャコビニ流星群観測記録　
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
1933 年 10 月 10 日のジャコビニ流星群（10 月りゅう座流星群）の観測記録。
星図に経路が書き込まれている。さらに記録用紙には、時刻、継続時間、明るさなどが
記録されている。観測地は「宮川安国寺（茅野市）」と書かれている。原紙は、京都大学
天文台内天文同好会観測部から発行されたものとわかる。
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流星塵観測

　流星物質が大気中で高温になり融けると、その後急激に冷え
て小さな球形になります。こうしてできた流星塵は、他のもの
と区別がつきやすく、宇宙起源の微粒子として研究対象になっ
てきました。雨水をろ過して採取する方法や、スライドガラス
にグリセリンを塗って大気中に浮遊するものを採取する方法な
どが行われました。樋口八重子は、1960年から観測を開始し、
その結果を1961年に日本天文学会秋季年会で発表しています。

顕微鏡下の流星塵（川崎市青少年科学館蔵　箕輪敏行先生資料アルバムより）
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流星塵採取プレパラート
（個人蔵）
「ガラス板法」は、1～数日程度、屋外に設置したスライドガラスに
落下してきた流星塵を封入し、顕微鏡下で観察する。比較的手軽で
多くの観測者がこの方法で観測を行った。
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「流星塵研究の様子」箕輪敏行先生資料アルバムより
（川崎市青少年科学館蔵）
流星塵を採取するための装置や採取した流星塵の写真がある。
「雨水濾過法」は、雨水をろ過してろ紙を顕微鏡で観察し、流星塵を検出する方法。
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流星塵回報
（個人蔵）
樋口八重子の観測報
告が掲載されている。
1964 年から発行され
ており、編集・発行
は国内アマチュア流
星塵研究の第一人者
である森久保茂が
行った。
樋口は、五味一明の
紹介により森久保か
ら観測指導を受けた
という。

樋口勝子、樋口八重子による研究発表
「諏訪における流星塵の測定」要旨
1961 年日本天文学会秋季年会講演予稿
集より転載
（出典  日本天文学会年会アーカイブ）

諏訪市で行われた日本天文学会年会で、
研究成果を報告している。樋口はガラ
ス板法で測定を行っていた。
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太陽観測

　三澤勝衛の太陽観測の欠測を補っていたのは諏訪天文同好会
メンバーでした。三澤の教え子である河西慶彦、古畑正秋だけ
でなく、五味一明も協力しており、交流が深かったことがうか
がえます。
　1953年からは藤森賢一が観測を開始しました。藤森もまた山
本一清の勧めにより継続観測を行うようになりました。2016
年、長年にわたる功績に日本天文学会から天文功労賞が贈られ
ました。

天文小屋での観測風景。1968 年撮影。（提供  藤森賢一）
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蝶形図 1953 年～ 1987 年（提供  藤森賢一）
太陽黒点の出現緯度を時系列で表したグラフ。約 11 年の活動周期がわかる。
藤森はこの後も観測を継続し、観測期間は 65 年を越えた。
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白斑日面緯度分布の推移 1975 年～ 1985 年（提供  藤森賢一）

紅炎日面緯度分布の推移 1975 年～ 1985 年（提供  藤森賢一）
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白斑・紅炎日面緯度分布グラフの合成図（提供  藤森賢一）
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皆既日食スケッチ（提供  藤森賢一）
皆既日食観測のため世界各地に赴いた。皆既中のコロナやプロミネンスの様子が描かれている。

1963 年 7 月 21 日　知床
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1973 年 6 月 30 日　ケニヤ 1991 年 7 月 11 日　メキシコ

1998 年 2 月 26 日　ベネズエラ 2009 年 7 月 22 日　硫黄島近海

99



1963 年 7 月 21 日　皆既食【北海道知床】（提供  藤森賢一）

五味一明

河西慶彦 五味
河西

新田次郎

青木正博

今井正明
五味

今井正明

関 舜衛 藤森賢一
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春日 信
伊藤恒好

関 宗藏

日食遠征記録写真　1943 年 2 月 5日　皆既食【中国ジャムス市】　（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）

1958 年 4 月 19 日　金環食【八丈島】　（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）



人工衛星観測

　1957から58年を「国際地球観測年」とし、国際的な共同観測
事業が多分野で行われました。そのひとつの人工衛星観測は
「ムーンウォッチ計画」と呼ばれ、日本でも多くのアマチュア
天文家が参加しました。小型望遠鏡を並べてのぞき、人工衛星
が視野内を通過するのを監視します。青木正博が諏訪市城南に
設置した人工衛星観測所には、スミソニアン天文台から提供さ
れた望遠鏡が導入されていました。

人工衛星観測所外観と設置された望遠鏡　（提供  茅野勝彦）
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人工衛星観測用望遠鏡　アストロ光学MT-４
（天体望遠鏡博物館蔵）
口径 50ｍｍ、倍率 6.2 倍、実視野 11 度。対物レンズの直前に平面鏡を 45 度にして
取り付けてある。星像は裏返しになる。

人工衛星観測用星図
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
人工衛星観測用望遠鏡は星像が裏返しになるため、裏焼きした星図が観測班に配布された。
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自然保護運動と日本星空を守る会

　1971年、霧ヶ峰北西部の八島ケ原湿原を通る観光道路建設
は、高層湿原の希少な植生や中世遺跡を破壊してしまうおそれ
から地域住民による反対の声があがりました。1972年には、星
空へのサーチライト照射が全国的に問題視されるようになるな
ど、日本各地で自然環境保護に対する意識が高まっていまし
た。諏訪天文同好会メンバーもこれらに関わり、運動推進の大
きな力となりました。

講演する青木正博（提供  茅野勝彦）
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新田次郎「霧の子孫たち」原稿：連載第 7回 冒頭部分
（諏訪市図書館蔵）
登場人物の多くは、新田次郎（本名：藤原寛人）と旧知の仲だった実在の人物がモデルになっている。
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新田次郎「霧の子孫たち」原稿：部分
（諏訪市図書館蔵）
諏訪天文同好会メンバーで医師の青木正博がモデルの青山銀河について書かれている場面。
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植物標本　
（諏訪教育会蔵）
霧ヶ峰高原の北西部に位置する八島ヶ原湿原には、様々な植物が生育する。
①キリガミネヒオウギアヤメ、②マツムシソウ③ヒメシャクナゲ、
④ワレモコウ、⑤キリガミネアキノキリンソウ

① ②

③ ④ ⑤
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⑥ヒメツルコケモモ、ツルコケモモ
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日本星空を守る会 第 1回全国大会の様子
箕輪敏行先生資料・アルバムより（川崎市青少年科学館蔵）

日本星空を守る会 関連資料（個人蔵）
青木正博が会長を務め、全国のプロ・アマチュア天文家が集まり、光害防止運動を展開した。
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知のネットワーク
東大疎開、野辺山・木曽観測所完成、青木天文台の設置など

　戦時中、東京大学天文学教室は上諏訪に疎開していました。その
ときの様子は当時の日誌「上諏訪日誌」に記録されており、諏訪天
文同好会の存在が欠かせなかったことがうかがえます。
　戦後は、各地で天文同好会が発足しアマチュア天文業界が発展し
ていきます。諏訪天文同好会は歴史ある同好会として業界を牽引し
ました。大学・研究機関の持ち回りで行われていた日本天文学会年
会や、首都圏で連続して行われていた日本アマチュア天文研究発表
大会などの全国的な研究大会が相次いで諏訪で開催されました。諏
訪天文同好会は、諏訪の地でプロ・アマチュアの垣根を越えて天文
家どうしのつながりを紡いできました。

東京大学理学部天文学教室ＯＢ編「されど天界は変わらず
東京大学天文学教室諏訪疎開の記録」龍鳳書房（1993）より転載
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天文月報第 54 巻 10 号と日本天文学会 1961 年秋季年会プログラム
（個人蔵）
1961 年の日本天文学会秋季年会は諏訪市で開催された。プログラムは、同年
9月 20 日発行の天文月報（第 54 巻 10 号）附録として発行されている。
2日間にわたる研究発表のほか、3日目には諏訪市民会館で公開講演会が行わ
れたことがわかる。
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日本天文学会 1961 年秋季年会報告記事
天文月報第 54 巻 12 号より転載
（個人蔵）

開催報告記事（上）および会場写真（左下）が掲載
され、諏訪天文同好会メンバーの尽力について述べ
られている。写真に映る立て看板には「日本天文学
会 1961 年秋季年会会場」の文字が見える。



日本アマチュア天文研究発表会報告書
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）
1970 年、日本アマチュア天文研究発表会（第 3回）が諏訪市で行われた。初めての地
方都市開催となった。1975 年には第 8回が再び諏訪市で行われる。いずれも諏訪天文
同好会が主催した。
第 8回では、古畑正秋による特別講演「変光星の発見について」、青木正博による日本
星空を守る会の経過報告などが行われている。
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第８回日本アマチュア天文研究発表会集合写真
（茅野市八ヶ岳総合博物館所蔵）
会場となった諏訪市民センター前で撮影された集合写真。
全国から 200 人を超す天文家が集まった。
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（写真上）
野辺山を訪れた古畑正秋
（茅野市八ヶ岳総合博物館蔵）

古畑は 1968 年から 73 年まで東京天文
台長を務めた。1970 年の野辺山太陽電
波観測所開所や、宇宙電波望遠鏡建設
計画当時、何度も野辺山を訪れている。
撮影時期不詳。

（写真下）
木曽観測所地鎮祭で草刈り初めの儀を
行う古畑正秋
（東京大学木曽観測所蔵）

古畑は、東京天文台長として木曽観測
所設置にも携わった。設置場所の検討、
地元との交渉・説明など、度々木曽を
訪れた。1972 年 8 月 31 日撮影。
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青木天文台開設記念集合写真
（個人蔵）
青木天文台は、青木正博が諏訪郡富士見町に設置した私設天文台である。1971 年 11
月 23 日に行われた開設式典には、天文界の著名人が多数出席した。最前列左から 4
番目が青木。同 8番目に考古学者・藤森栄一の姿もある。
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長野県天文家座談会（2022 年 6 月 20 日オンライン開催）のグラフィックレコーディング
イラスト：ササオカミホ
諏訪天文同好会を含む県内の天文グループのつながりや活動した人物がわかる。
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